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[摘 要] 
本研究の目的は 2 つある。1 つ目は第 3 筆者の勤務校の小学校外国語科で実施されたスピーキング・パフォーマンス
評価（スピーキングテスト）が授業における学習活動や海外交流を通して培った児童のスピーキング力を測るのに適し
ているのかを明らかにすることである。2 つ目は今回の試みが児童の今後の学習や英語によるコミュニケーションへの
意欲向上に寄与するのかを検討することである。テストは 3 つの単元で学習したことを基に，3 つのインタビュータス
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１ 研究の背景 













































































を確認する方法として次の 6 つを挙げている。 
１学習者が学んだ内容を測るのに適したテスト項

























































3.1 実際の授業（5 年生） 
令和 2 年度 1 学期末，第 3 筆者は第 1，2 筆者の
協力を得て，児童の到達度を測る評価方法の一環と
してスピーキングテストを作成実施した。テスト前
に行われた授業回数は 21 回で，内訳は Unit 1（表
1），Unit 2（表 2），Unit 3（表 3）それぞれ 5 回，
8 回， 8 回である。教科書は NEW HORIZON 
Elementary English 5 を使用し，授業は校内外国語
担当教員（第 3 筆者）と ALT のティームティーチン
グ形式で行われた。Unit１と Unit３の 終時にスカ
イプを活用し，台湾との交流授業(表４，表５)も行わ












・What 〇〇 do you like? I like △△. 



















・When is your birthday? My birthday is ～. 






















・What do you have on …days?  I have ～ on 
…days. 


















A: Hello.  My name is ～. Nice to meet you. 
B: Hello. My name is 〜. Nice to meet you, too. 
A:I like ～, ～ and ～. Do you like ～？ 
B: Yes, I do./No, I don’t. 
A: I see./OK./Nice. Thank you. See you. 
B: See you. ＊囲み部分 AB 役割交代 
 
 




A: What do you have on 〇days? 
B: I have ～， ～， ～， ～， ～ and ～ on 〇
days. 
A: OK./I see. Thank you.     ※AB 役割交替 
 
②ペアで以下の会話をする 
A: What subject do you like? 
B: I like ～. 










5 年 33 名（男子 12 名，女子 21 名）である。第 3 筆






























図 1 スピーキングテストの様子 
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次にテスト内容と手順を説明する。 
テスト１は教科書Unit1で学習したことを基に表












〇〇 do you like? 
Ｂ：「私（ぼく）は，～が好きです。I like ～. 
Ａ：「そうなんだ。/わかりました。/私も。本当に？




Ｂ：What 〇〇 do you like? 
Ａ：I like ～. 
Ｂ：OK. / I see. / Me， too. / Really?  Thank you. 
 
次に，児童から教師に質問がされる。児童は fruit，
color，animal，sport あるいはそれ以外から 1 つを
選び質問し，教師はその質問に答える。児童は教師
の回答を聞いて，OK. / I see. / Me， too. / Really?
から 1 つを選び反応する。 
テスト２は教科書 Unit 2 で学習したことを基に





すか？」 When is your birthday? 
Ｂ：「わたし（ぼく）の誕生日は，〇月〇日です。」 
My birthday is ～. 




Ｂ：When is your birthday? 
Ａ：My birthday is ～. 
Ｂ：I see./OK.  Thank you. 
 
テスト３は教科書Unit3で学習したことを基に表









What do you have on 〇days? 
Ｂ：「〇曜日は，～と～と～と～と～と～がありま
す。」 
I have ～， ～， ～， ～，～，and～ on 〇
days. 
(I have ～. I have ～. I have ～. I have ～. I 
have ～. And I have ～ on 〇days.） 





What do you have on 〇days? 
Ａ：「〇曜日は，～と～と～と～と～と～がありま
す。」 
I have ～， ～， ～， ～，～，and～ on 〇
days. 
(I have ～. I have ～. I have ～. I have ～. I 
have ～. And I have ～ on 〇days.） 







に，表 9 のように，両要素が整っている場合は 2 点，
どちらかが不足している場合は 1 点，両方不足して
いる場合は 0 点とした。 
スピーキンングスキル面は「流暢さ」「正確さ」「内
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容」に分け，さらに内容を今回は「応答」と「質問」
に分け採点した（表 10，11，12，13）。点数はおお




















































































M SD M SD M SD M SD M SD 小計(14)
テスト１ 1.97 0.17 2.73 0.45 2.70 0.46 2.76 0.43 2.76 0.43 12.91
テスト２ 1.88 0.33 2.88 0.33 2.79 0.41 2.85 0.36 2.48 0.78 12.88
テスト３ 1.97 0.17 2.55 0.56 2.39 0.55 2.76 0.34 2.64 0.59 12.30








態度 流暢 正確 応答 質問
テスト１ テスト２ テスト３
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としては，テスト３の質問「What do you have on 






あり(F(2，64)＝3,09， p<0.1）テスト 2 はテスト１
よりやや低い結果となった。テスト 2 の質問「When 













妥当性は高いと言える。さらに，Unit1 の 5 時目と
Unit3 の 5 時目では台湾交流授業で実際に質問し



























Nation(2017)の 3 つの基準について検討する。 
1 つ目の基準は「テストの作成・採点が容易であ
ること」であった。作成は初めてであったため，第













































1113 語でそのうちの 398 語が共起パターン（相関）
の分析対象となった。この抽出作業はすべてソフト
ウエアが行った。データを分析する設定は図 3，図





図 3 KH Coder の設定１ 
 
 




児童の自由記述を KH Coder v.2.00f で定量的に分

































































 本研究の一部は，科学研究費基盤Ｃ 2015-2019 






















































図 5 「事後の感想」の最小スパニング・ツリー 
― 126 ― 
引用文献 
アレン玉井光江 他 62 名（2020）NEW HORIZON 
Elementary English Course 5, 東京書籍 
Bachman, L., & Palmer, A. S. (1996). Language 
teaching in practice: Designing and developing 
usful language tests (Vol.1). Oxford University 
Press. 
Brown, H. D., & Abeywickrama, P. (2010). 
Language assessment: Principles and classroom 
practices (Vol. 10). White Plains, NY: Pearson 
Education. 
Fulcher, G., & Davidson, F. (2007). Language 
testing and assessment. New York: Routledge. 
Hughes, A. (2003). Testing for language teachers. 
Cambridge University Press. 
岩下温美(2018)技能を伸ばす意欲を高める小学校外
国語活動の指導: ルーブリックに基づくパフォー
マンス評価を通して. 教育実践研究, 28, 175-180. 
笠原究・佐藤臨太郎(2017).『英語テスト作成の入門』
金星堂. 
小泉利恵・印南洋・深澤真 (編) (2017). 『実例でわ









Nation, I. S. P. (2013). What should every EFL 
teacher know?. Compass Publishing. 
Plakans, L., & Gebril, A. (2015). Assessment 
myths: Applying second language research to 
classroom teaching. University of Michigan 
Press. 
Underhill, N. (1987). Testing spoken language: A 
handbook of oral testing techniques. Cambridge 
University Press. 





（2020 年 10 月 20 日受付） 




― 127 ― 
  Appendix1 
令和２年度(2020 年度) 「NEW HORIZON Elementary」（第５学年）  
年間指導計画（単元一覧表） 



















2 【YT】名前のつづりや好きなもの・ことをたずね合おう。 12～13 
2 【EC】名刺交換をしよう。  14～15 
5 (2) 【OH】世界の名前について考えよう。台湾の友達と自己紹介をしよう。 16～17 
Unit 2 




2 【SO】英語を聞いて，場面の順に□に番号を書こう。 18～19 
2 【YT】誕生日やほしいものについてたずね合おう。 20～21 
2 【EC】バースデーカードをおくろう。 22～23 
6 (2) 【OH】世界の一年について考えよう。 24～25 
Unit 3 




2 【SO】英語を聞いて，場面の順に□に番号を書こう。 26～27 
2 【YT】学びたい教科やなりたい職業についてたずね合おう。 28～29 
2 【EC】夢に近づく時間割を紹介しよう。 30～31 
7 (2) 【OH】世界の授業について考えよう。 
台湾の友達と時間割を伝え合おう。 
32～33 
Check Your Steps 1 
外国の人に自己紹介
をしよう 
2 外国の人に自己紹介をしよう 34～35 
9 Unit 4 












2 【YT】あなたや身近な人のできること・できないことを紹介し合おう。 40～41 
2 【EC】身近な人紹介カードを作ろう。 42～43 
(2) 【OH】世界の町で働く人々について考えよう。 44～45 
10 Unit 5 




2 【SO】英語を聞いて，行き先までの道順を書こう。 46～47 
2 【YT】どこにあるかをたずね合おう。 48～49 
2 【EC】オリジナルタウンで道案内しよう。 50～51 
11 (2) 【OH】世界の地図や標識について考えよう。 52～53 
Unit 6 




2 【SO】英語を聞いて，場面の順に□に番号を書こう。 54～55 
2 【YT】ていねいな表現で注文したり会計したりしよう。 56～57 
2 【EC】ふるさとメニューを注文しよう。 58～59 
12 (2) 【OH】世界の食文化について考えよう。 
日本料理と台湾料理を紹介し合おう。 
60～61 
Check Your Steps 2 
地域のおすすめを紹
介しよう 
2 地域のおすすめを紹介しよう 62～63 













2 【YT】日本の遊びや年中行事などについてたずね合おう。 68～69 
2 【EC】日本の四季ポストカードを紹介しよう。 70～71 
(2) 【OH】世界に広がる日本文化について考えよう。 72～73 
2 Unit 8 
Who is your hero? 
★他教科との関連： 
社，国，総，道 
2 【SO】英語を聞いて，話題の順に□に番号を書こう。 74～75 
2 【YT】日常生活やあこがれの人についてたずね合おう。 76～77 
2 【EC】ヒーローを紹介しよう。 78～79 
(2) 【OH】日本生まれのヒーローについて考えよう。 80～81 






      
合計 
70    
（出典：NEW HORIZON Elementary English Course5 教師用指導書） 
※SO…Starting Out YT…Your Turn EC…Enjoy Communication  OH…Over the Horizon， 
時数の（２）はカリキュラム・マネジメント対応の意 
＿＿＿＿＿の 4 か所は，「海外交流学習」を指す。 
 
